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Ⅰ．開発経緯

１．生活習慣病にまつわる社会背景

• 近年、健康意識の高まりにより、健康診断の受診率は高水準をキープし
ている。

• 健康診断の目的は、自身の健康状態の把握と疾病の早期発見である。

出典：厚生労働省の国民健康・栄養調査報告（2018年）

（％）

無断転載不可
講演資料
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Ⅰ．開発経緯

１．生活習慣病にまつわる社会背景

■肝臓は自覚症状が少なく、“沈黙の臓器”と言われる。

■肝臓の役割は主に次の３つである。
① 栄養素を体内で使えるカタチに変えたり、蓄える
② アルコールやタバコのニコチン、体内で作られる

老廃物等の解毒作用
③ 脂肪の吸収に必要な胆汁の分泌

アルコールの分解
だけじゃない
知らない役割

＜参考＞
㈱ヤクルト本社健保総合健診項目

（肝機能マーカーのみ抜粋）
• ＡＳＴ
• ＡＬＴ
• γ－ＧＴＰ
• ＡＬＰ
• ＬＤＨ
• ＴＰ
• ＡＬＢ
• 総ビリルビン

検査項目の多さから生活
習慣病において肝機能を
重視していることが伺える

無断転載不可
講演資料



４

Ⅰ．開発経緯

• 肝機能の低下により、疲労感や倦怠感、
肝疾患が引き起こされる（ＱＯＬの低下）

• そのため、肝臓に負担を掛けないことが重要である

＜例＞
① 飲酒 ：アルコールの解毒能力に影響
② 肥満 ：中性脂肪から脂肪肝に変化
③ タバコ：有害物質（ニコチンやタール）の解毒能力に影響
④ 酸化 ：肝臓は活性酸素のダメージを受けやすい臓器

１．生活習慣病にまつわる社会背景

無断転載不可
講演資料
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Ⅰ．開発経緯

１．生活習慣病にまつわる社会背景

• 肝臓は、自覚症状が少ないため、健康診断における肝機能を

示すマーカー（ＡＳＴ、γ－ＧＴＰ等）の数値から初めて自身の

健康異常を認知するケースが多い。

• 肝機能の異常は主に生活習慣に起因しており、脂質の一つで

ある中性脂肪が肝臓内に蓄積することにより脂肪肝となり、さら

に肝炎、肝硬変、肝臓がんへ進行する場合もある。軽度な肝機

能の異常は早めに対処することが大切。

肝機能の健康に寄与できないか？

無断転載不可
講演資料
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Ⅰ．開発経緯

２．紫サツマイモ（アヤムラサキ）に注目した理由

■紫サツマイモ（アヤムラサキ）について

■産地

宮崎県、鹿児島県

■品種

アヤムラサキ＊

＊アンントシアニンを多く含む
「九州109号」を母、普通のさつ
まいもで糖分が低く収穫量の
多い「サツマヒカリ」を父として、
交配育種により農林水産省九
州農業試験場で開発され、
１９９５年に育成新品種として
登録されたサツマイモである。

無断転載不可
講演資料
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Ⅰ．開発経緯

２．紫サツマイモ（アヤムラサキ）に注目した理由

無断転載不可
講演資料

■紫サツマイモ（アヤムラサキ）の収穫風景、芋外観
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Ⅰ．開発経緯

２．紫サツマイモ（アヤムラサキ）に注目した理由

■紫サツマイモ（アヤムラサキ）の切断面

無断転載不可
講演資料
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Ⅰ．開発経緯

２．紫サツマイモ（アヤムラサキ）に注目した理由

• 当社では、２０００年から、肝臓への健康に寄与することが期待できる独

自素材“紫サツマイモ（アヤムラサキ）＊”について、国立研究法人 農業・

食品産業技術研究機構(以下、農研機構)と紫サツマイモ由来アントシア

ニンの機能性研究を開始した（山川 理 先生、須田 郁夫 先生と共同）。

＊アヤムラサキの肝機能に関する作用〔GOT、GPT等の改善〕は、

農研機構九州沖縄農業研究センター〔前・農水省九州農業試験場〕で

確認されていた。

• この研究成果を基にして、以下の商品を開発した。

■２００１年 「おいものめぐみ」（190ｇ缶容器）を発売

■２００３年 「アヤムラサキ」（125ml紙容器）へ全面リニューアル

商品を用いた有効性データとそれを訴求する制度がなく、販売低迷

無断転載不可
講演資料
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Ⅰ．開発経緯

２．紫サツマイモ（アヤムラサキ）に注目した理由

• ２００３年から、農研機構の協力を得て、紫サツマイモ由来アントシアニン

を含む飲料（「アヤムラサキ」）を用いて、以下の対人試験を実施した。

【試験概要】

■目的 紫サツマイモ由来アントシアニンを含む飲料の肝機能に対

する飲用効果を確認する。

■内容 肝機能を気にしている人を対象者に「アヤムラサキ」または

プラセボを8週間飲用させ、「アヤムラサキ」飲用群とプラセ

ボ飲用群の肝機能検査値等の変化量を比較する。

■方法 「アヤムラサキ」（紫サツマイモ由来アントシアニンを200.3㎎

含有）もしくはプラセボ125ml紙容器を２個/日飲用。

商品を用いた有効性データを取得

無断転載不可
講演資料
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Ⅰ．開発経緯

３．開発までのヒストリー

• しかしながら・・・・

■機能性（１日２個の摂取による肝臓に対する有益な作用）が、特定

臓器の機能を対象にした有効性であり、これまで特定保健用食品

で許可されていない対象であることから、特定保健用食品として

消費者に直接機能訴求できなかった。

■“アヤムラサキ（紫サツマイモ）”の認知度が高まらなかった。

販売不振が続き、「アヤムラサキ」（１２５m紙容器）は２０２０年に終売

でも、肝臓の健康に寄与したい、何とかできないか？

無断転載不可
講演資料
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Ⅰ．開発経緯

３．開発までのヒストリー

機能性表示食品制度を利用して再チャレンジしよう！

• ２０１５年４月から、新たな食品の機能性が訴求できる制度として

「機能性表示食品制度」が創設された。

• 事業者の責任において、特定保健用食品より幅広く、科学的根拠に

基づいた機能性を食品に表示することが可能となった。

• 本制度においては、特定保健用食品では許可されていなかった肝

機能に関連する機能が表示できるようになった。

２０１５年度外食産業等と連携した農産物の

需要拡大対策事業の新商品開発事業（以下、補助事業）に認定

無断転載不可
講演資料
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Ⅰ．開発経緯

３．開発までのヒストリー

【補助事業を有効活用した開発】

■原料アヤムラサキ搾汁の開発（１～２年間）

・アントシアニンを効率的かつ高収量得るために、実機での最適

条件を見出す

・お客さまの利便性向上のため、毎日１本（１６０ｇ缶容器）飲用す

る設計に変更（２本⇒１本に変更して、手軽に継続しやすくした）

・甘すぎない、自然な甘味とするための製造技術も確立

■製品開発（１～２年間）

・紫サツマイモ由来アントシアニンを有効量（４０１ｍｇ/本）含む

飲料を開発

・極力、芋の特性・風味を活かした自然な風味設計

（甘味料・着色料を不使用（酸味料と香料のみ使用））

■消費者調査の実施（１年間）

・肝機能を気にする方に、風味、デザインおよび購入意向を調査

無断転載不可
講演資料
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Ⅰ．開発経緯

３．開発までのヒストリー

• 肝機能を気にする方からの声（調査結果）・・・

■ポジティブな意見として、

・風味がおいしく、デザインも機能感が感じられると好評価
・γ-GTPの値を低下させる効果は魅力的
・国産原料は安心

■ネガティブな意見として、
・γ-GTPを低下させる効果があるか疑わしい
・紫サツマイモがわからない
・値段（３００円/本）の価値が判断できない

機能性表示食品として、肝機能に対する作用を訴求しよう！

広く普及させるには、体感してもらう必要がある。

無断転載不可
講演資料
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Ⅰ．開発経緯

３．開発までのヒストリー

【機能性表示食品届出受理までの道のり】（４年間）

■２０１６年～２０１９年 原料搾汁、製品の開発
疾病者を含まない被験者のエビデンスの論文化
SR作成、定性・定量分析方法の確立等の届出
準備

■２０１９年１１月 機能性表示食品の届出

■～２０２０年１１月 消費者庁とのやり取り、差戻し対応

■２０２０年１２月 受理の連絡

諦めず、機能性表示食品として商品化！

発売に向けて社内準備を開始

無断転載不可
講演資料
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Ⅰ．開発経緯

４．機能性表示食品「肝ファイン」発売

国産農産物 清涼飲料の活性化

独自素材
の活用

機能性表示
食品制度

機能性表示
食品

（肝機能の健康効果
を訴求する飲料）

機能性訴求

紫サツマイモ
（アヤムラサキ）

肝機能に関連す
る酵素値の低下

無断転載不可
講演資料
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Ⅰ．開発経緯

４．機能性表示食品「肝ファイン」発売

「肝ファイン」、2021年１０月にテスト発売開始！
～ 肝機能に関わる新たな機能性表示食品 ～

 ㈱ヤクルト本社として初の清涼飲料にお
ける機能性表示食品

 健康な人の健常域でやや高めの肝機
能に関する酵素（AST、γ-GTP）値の低

下に役立つ機能

 紫サツマイモ由来アントシアニンを１本
当たり401㎎含有

 紫サツマイモは国産のみを使用

無断転載不可
講演資料
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Ⅰ．開発経緯

４．機能性表示食品「肝ファイン」発売～商品概要～

ターゲット
・肝機能を気にしている方
・健康診断でＡＳＴやγ-ＧＴＰが高めの方

商品特性

• 健康な人の健常域でやや高めの肝機能マーカー値の低下に役立
つ機能性表示食品

• 抗酸化作用を有する紫サツマイモ由来アントシアニンを１本当たり
401㎎含み、１日１本８週間飲用することで、ＡＳＴ、γ-ＧＴＰを低
下させる効果がある

• 九州産（宮崎県、鹿児島県）の紫サツマイモを使用
• さつまいも由来の自然な甘さがマッチした、濃厚でありながらスッ

キリとした飲み口
• 砂糖や人工甘味料、着色料不使用

栄養成分
熱量：１４１kcal、たんぱく質：１．０ｇ、脂質：０ｇ、炭水化物：３４．２ｇ、
食塩相当量：０～０．１ｇ、

機能性関与成分 紫サツマイモ由来アントシアニン：４０１ｍｇ

使用原料 さつまいも汁（国内製造）／酸味料、香料

容器・容量 缶容器・１６０ｇ

無断転載不可
講演資料



Ⅰ．開発経緯

４．機能性表示食品「肝ファイン」発売～エビデンス～

対象者：肝機能マーカー（AST, ALT, γ-GTP）が高めの健常成人男性注） 11名
（試験食群 5名、プラセボ群6名）

飲用サンプル：

スケジュール：

紫サツマイモ由来アントシアニン含有飲料 ２５０ｍｌ / 日
（紫サツマイモ由来アントシアニン 401㎎ / 日）

プラセボ飲料 ２５０mｌ / 日

-3 0 8 12wk
前観察期 飲用期 後観察期

紫サツマイモ由来アントシアニン含有飲料※飲用による
肝機能マーカーに対する効果の検証(ヒト試験)

注） 「AST：４２～５１ IU／L、ALT：４２～５１ IU／L、γ-GTP：８０～１０１ IU／L」の
いずれかの条件を満たし、かつ、全てが上記の上限未満の成人男性

狩野ら
Jpn Pharmacol Ther （薬理と治療） (2018)

※ 本品を用いた試験ではありません

１９

無断転載不可
講演資料



≪肝機能マーカー値について≫

【厚生労働省「標準的な健診・保健指導プログラム」】
保健指導判定値 受診勧奨判定値

AST 31 51

ALT 31 51

γ‐GTP 51 101

【日本人間ドック学会 判定区分】

異常なし 軽度異常 要経過観察 要医療

AST 30以下 31‐35 36‐50 51以上

ALT 30以下 31‐40 41‐50 51以上

γ‐GTP 50以下 51‐80 81‐100 101以上

⇒ 「AST, ALT≧51、γ-GTP≧101」（いずれか1つ以上に該当）は疾病者と判
断される

４．機能性表示食品「肝ファイン」発売～エビデンス～

Ⅰ．開発経緯

２０

無断転載不可
講演資料



【紫サツマイモ由来アントシアニン含有飲料飲用による肝機能マーカーへの影響】

狩野ら
Jpn Pharmacol Ther （薬理と治療） (2018)

２１

飲用期間

プラセボ飲料との比較：# p<0.1, * p<0.05
紫サツマイモ飲料n=5
プラセボ飲料n=6

プラセボ飲料との比較：# p<0.1, * p<0.05

紫サツマイモ飲料n=5
プラセボ飲料 n=6

飲用期間

Ⅰ．開発経緯

４．機能性表示食品「肝ファイン」発売～エビデンス～

無断転載不可
講演資料



機能性表示食品の届出表示

２２

本品には紫サツマイモ由来アントシアニンが含
まれています。紫サツマイモ由来アントシアニン
には、健康な人の健常域でやや高めの肝機能に
関連する酵素（AST、γ-GTP）値の低下に役立つ
機能があることが報告されています。

Ⅰ．開発経緯

４．機能性表示食品「肝ファイン」発売～エビデンス～

食生活は、主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。
本品は、疾病の診断、治療、予防を目的としたものではありません。

本品は機能性表示食品です。特定保健用食品と異なり、消費者庁長官による個別審査を
受けたものではありません。

無断転載不可
講演資料



Ⅰ．開発経緯

２３

無断転載不可
講演資料



Ⅰ．開発経緯

紫サツマイモの肝機能に関連する酵素値の低下に

役立つ機能のSRが、農研機構のHPにも掲載されている。 ２４

無断転載不可
講演資料



２５

Ⅱ．今後の展望、当社での取り組み事例

１．商品の育成および販売展望

■育成

・２０２１年１０月から、関東、関西地方の限定エリアからスタート

⇒飲用モニター、研修会を実施し、商品理解を深める

無断転載不可
講演資料



２６

Ⅱ．今後の展望、当社での取り組み事例

１．商品の育成および販売展望

■販売展望

・２０２２年１０月から、関東、関西地方のエリア拡大

・今後、全国での販売を計画中

■全国の皆さんに、紫サツマイモの

機能性を有する「肝ファイン」を普

及させたい！

無断転載不可
講演資料



２７

Ⅱ．今後の展望、当社での取り組み事例

１．商品の育成および販売展望

■販売展望（将来の野望）

・日本の紫サツマイモの健康価値を世界中の人々にも提供したい

無断転載不可
講演資料



２８

Ⅱ．今後の展望、当社での取り組み事例

１．商品の育成および販売展望

■販売展望（将来の野望）

・日本の紫サツマイモの健康価値を世界中の人々にも提供したい

無断転載不可
講演資料



２９

Ⅱ．今後の展望、当社での取り組み事例

２．紫サツマイモ以外の国内農産物を利用した商品開発

■事例紹介①：完熟王林（青森県）

無断転載不可
講演資料
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Ⅱ．今後の展望、当社での取り組み事例

２．紫サツマイモ以外の国内農産物を利用した商品開発

■事例紹介①：完熟王林（青森県）

【商品特長】
・青りんごの代表品種であり、青森県産の
甘味、香りの優れた完熟した王林のみを
厳選して使用した、希少価値の高いプレ
ミアムタイプの100％りんごジュース

・爽やかなストレート果汁の風味が味わえ
るシーズンパック製法

・期間、数量限定商品

無断転載不可
講演資料



３１

Ⅱ．今後の展望、当社での取り組み事例

２．紫サツマイモ以外の国内農産物を利用した商品開発

■事例紹介②：トマトジュース（長野県、岐阜県）

無断転載不可
講演資料



３２

Ⅱ．今後の展望、当社での取り組み事例

２．紫サツマイモ以外の国内農産物を利用した商品開発

【商品特長】
・国産（長野県、岐阜県）のトマトを旬の時
期に収穫・搾汁したプレミアムタイプの
100％トマトジュース

・爽やかなトマトの風味が味わえるシーズ
ンパック製法

・期間、数量限定商品

■事例紹介②：トマトジュース（長野県、岐阜県）

無断転載不可
講演資料



３３

Ⅱ．今後の展望、当社での取り組み事例

２．紫サツマイモ以外の国内農産物を利用した商品開発

■事例紹介③：搾りたてにんじん（宮崎県を中心とした九州）

無断転載不可
講演資料



３４

Ⅱ．今後の展望、当社での取り組み事例

２．紫サツマイモ以外の国内農産物を利用した商品開発

【商品特長】
・九州（主に宮崎県）産のにんじん（黒田五

寸）を旬の時期に収穫し、当社独自の製
法により自然の恵みを活かした風味が
味わえるプレミアムタイプのにんじん濃
縮飲料

・にんじんの甘味豊かな搾りたての風味が
味わえるシーズンパック濃縮製法

・期間、数量限定商品

■事例紹介③：搾りたてにんじん（宮崎県を中心とした九州）

無断転載不可
講演資料



３５

Ⅱ．今後の展望、当社での取り組み事例

２．紫サツマイモ以外の国内農産物を利用した商品開発

■当社としては、今後も、国産の農産物を用いた特色ある

商品や健康価値を訴求できる商品の開発を続けていきたい。

■その方針にも合致する紫サツマイモの健康価値が訴求で

きる「肝ファイン」は、広く愛される商品に育成していきたい。

無断転載不可
講演資料



３６

～以上～
ご清聴ありがとうございました

無断転載不可
講演資料


